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パイロットプログラム実施概要

２０２４年１１月１日（金）～１２月６日（金）の期間、毎週金曜日の18:20～21:00（初回のみ１８：００開始）
に全６回のパイロットプログラムを開講した。受講場所は、筑波大学東京キャンパス（東京都文京区）での対面の
みとした。先駆けて受講希望者を募集した結果、受講者は42機関より５８人（民間企業36機関49人、大学・研究機
関等６機関９人）の応募があった。

第１回 国際標準化戦略のための法知識

第２回
エコシステムマネジメントとオープンク
ローズ戦略

第３回
企業の無形資産としての知財、標準化活
動

第４回 知財・標準のオープン＆クローズ戦略

第５回 オープン＆クローズ戦略のビジネス実例

第６回 標準形成プロセスと認証ビジネス

民間企業： 36機関49人、
大学・研究機関等： ６機関９
人
合計: 42機関58人



第１回(11/1) 第２回(11/8 ) 第３回(11/15 ) 第４回(11/2 2 ) 第５回(11/2 9 ) 第６回(12 /6 ) 平均

出席者数 5 0 4 5 4 3 3 8 4 1 4 0 4 2 .8

欠席者数 8 13 15 2 0 17 18 15 .2

出席率 8 6 .2 % 7 7 .6 % 7 4 .1% 6 5 .5 % 7 0 .7 % 6 9 .0 % 7 3 .9 %

正規受講者
※ 一般枠

（n = 5 8 ）

各回の出席率

各回の受講時に教室に掲示されるQRコードを読み取ってアンケートに回答することにより、出席状況を把握する
取り組みを行った。受講登録者58人の各回の出席状況は以下の通り。業務の都合上、全ての回への出席が困難な場
合には、各機関より複数人で分担して受講したケースも認められた。全６回の平均出席率は約７４％であった。

（人
）



アンケート結果 1

各回のアンケートでは ①講義満足度 ②自身の業務との関連性・有用性 ③新たに習得したこと、獲得した視点
④今後自機関で強化が必要と感じた内容 ⑤その他質問等 について尋ねた。①と②は５段階評価の選択式、③～
⑤は自由記述とした。受講者の当該分野の習熟度や業界・業務の違いによって、各回の満足度や有用性は異なるも
のの全６回の平均は、講義満足度、自身の業務との関連性・有用性ともに4.2点（５点満点）であった。（以下は各

回より一部抜粋）

第１回 国際標準化戦略のための法知
識

第２回 エコシステムマネジメントとオープンクローズ
戦略

第3回 企業の無形資産としての知財、標準化活
動



アンケート結果 1（つづき）

第4回 知財・標準のオープン＆クローズ戦略 第5回 オープン＆クローズ戦略のビジネス実
例

第6回  標準形成プロセスと認証ビジネス



アンケート結果 2

第６回では、プログラム実施期間を通しての意見等についても尋ねた。全６回というプログラムの期間、及び１回
あたりの講義時間の長さ（1回あたり2時間半程度）については、当日の受講者（40人）のそれぞれ82.5%、67.5%
が「ちょうどよい」と回答した。また、パイロットプログラムへの参加判断については、受講者の７５％が「自身
の意思」で参加したと回答した。



アンケート結果 ３

所属機関での標準化実務への従事状況については、受講者（40人）のうち、55.0%（22人）が「携わっている」、
27.5%（11人）が「今後携わる予定がある」と回答した。今後の有償化プログラムの提供については、77.5%（31
人）が有償化した場合でも「受講したい」と回答した。また、適切と感じる１回あたりの受講料を1万円程度を上
限とした者は67.5％（27人）であった。



受講後インタビュー

現在、受講者の中から個
別インタビューに対応可
能との申し出があった者
を対象に、各社の課題感
や今後のプログラムへの
意見・期待についての意
見交換等を目的とした、
インタビュー（基本的に
対面）を実施。

A社

課題
標準化活動の投資収益が不透明で、評価方法に苦慮。
標準化人材の高齢化問題と若手育成の不足。
R&D部門と商用部門間のギャップ。

意見・期待
AIを活用した育成プログラムの有用性。
複数企業が参加する中期的プログラムの提案。

B社

課題
リテラシー不足と倫理観の重要性。
標準化人材育成のネットワーク不足。

意見・期待
企業向けセミクローズ型プログラムの提案。
教材アシストや疑似体験型教育のニーズ。

C社

課題
標準化やルール形成の認識不足。
地方開催の不足が企業参加の障壁。

意見・期待
知識レベルに応じた柔軟なプログラム設計。
グローバル規格情報を充実させた講義への期待。

D社

課題
標準化の意義の社内理解が不足。
若手層と上層部で課題意識の乖離。

意見・期待
事業企画と知財の連携を重視した教育。
セミクローズ型プログラムでのネットワーキング強化。

E社

課題
国際規格対応の難しさと社内知識不足。
グローバル規模での連携の必要性。

意見・期待
他業界との情報交換の場を重視。
SDGsを軸としたプログラム内容への期待。


